











Geochemical study of fine grained clastic rocks for 
evaluation 01 crustal evolution of the Paleozoic and MesDzoi 
terranes of Japan 
(日本列島の中・古生代地帯における細粒砕屠岩の地球化学的検討による地
殻進化過程)































であり. +要元素・微量元素・希土類元素紺Jiえを検討して，様々な組成比 (A-CN-K比， CIA値， Th/Sc 
比， RBBパターンなど)を用いて後背地の地質特性や造構場の変遷を推定した。
検討結果から，造橋場に関して各地帯の個別性及び3地帯聞の大略的な共通性が見出され.それらに基
づいて次のような造構場変遷が考察された。シルル紀当時.i村部北上帯と黒瀬川帯はゴンドワナ大陸縁辺
域に位置したが.南ー部北上帯は石炭紀初期に.黒瀬川帯はペルム紀初期にゴンドワナ大陸から分離しそ
れぞれ海洋島弧としての性格を有するようになった。ペルム紀新世に南部北上帯は微小大陸と融合した。
その後，南部北上帯と黒瀬川帯はそれぞれ=畳紀末及び‘ジュラ紀初期に古アジア大陸に付加した。舞鶴帯
はペルム紀古世に海洋島弧として出現したのち.ペルム紀中世“三畳紀新世にかけて大陸島弧へと変遷し
た。ジュラ紀にはこれら 3地帯は共にアジア大障の古太平洋縁辺部に位置し発達した陸弧をなすに至っ
?こ。
以上の研究成果は.テクトニクス研究において糊粒砕屑岩類の地球化学的検討の有効性を明らかにした。
さらに.シルル紀からジュラ紀にかけての造構場変遷の考察は，従来の円木列島地質構造発達史に新しい
視点を与えるものであるO よって本論文は博士(理学)の学位授与に値するものと審査した。
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